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小施策評価シート（平成 28年度実績評価）
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049000 

小施策 
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評価責任者名 山本 英朝 内線番号 6400 

評価シート作成者名 曽根田 雅彦 内線番号 6401 

 

Step１ 施策目標の達成状況 

（↑：数値を上げていくことを目標とする指標，↓：数値を下げていくことを目標とする指標，→：数値を維持

することを目標とする指標） 

 

Step２ 小施策の全体像 

小施策の概要等（構成事業は別紙ロジックモデルシートのとおり） 

対象（誰（何）を対象として行うのか） 意図（対象をどのようにしたいのか） 

市民，生涯スポーツに関わる団体・指導者 
参加する機会が提供され，多くの市民が参加

できる。 

現状と課題 

市民一人ひとりが，生涯にわたりスポーツに親しみ，スポーツを通じて

健康でいきいきと暮らすためには，スポーツや健康づくりに関する推進体

制の充実やスポーツ指導者の発掘・養成，さらには，魅力ある企画や情報

提供など，多面的な環境づくりを進める必要がある。  

また，平成28年開催の希望郷いわて国体・希望郷いわて大会は，市民の

スポーツに対する関心を高める好機であり，大会終了後においても，市民

が継続してスポーツに親しむ環境づくりを進める必要がある。 

競技スポーツは，ジュニア期からの一貫した指導による選手の育成・強

化が大切であり，指導者の確保や各種大会への参加支援のほか，競技スポ

ーツに対する市民の関心を高め理解を深める必要がある。 
学校体育やスポーツ少年団活動の充実などによる子どもたちの健全育

成に努める必要がある。 

取組の方向性 

すべての市民がスポーツに参画する機会が確保できるようにソフト面

での充実を図り，各世代のニーズに応じてスポーツに親しみ，楽しめるス

ポーツ活動などを推進する。 

まちづくり指標 
目指す

方向 
単位 

25年度 

実績 

(当初値) 

27年度 

実績 

28年度 

実績 

31年度 

目標値 

36年度 

目標値 

まちづくり評価アンケート調

査「週１回以上スポーツをして

いる」と答えた市民の割合 

↑ ％ 31.1 28.9 27.3 56.0 71.0 
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Step３ 小施策指標の推移 

（↑：数値を上げていくことを目標とする指標，↓：数値を下げていくことを目標とする指標，→：数値を維持

することを目標とする指標） 

 

Step４ 市民ニーズの把握 

まちづくり評価アンケートによると週１回以上のスポーツ実施率が30％を下回っていることか

ら多様化した市民ニーズに応じて市民がスポーツに親しみ，楽しめるスポーツ活動の推進が求め

られている。 

 

Step５ 役割分担分析 

１ 各主体の役割の状況 

 

  

小施策の指標 
目指す

方向 
単位 

25年度 

実績 

(当初値) 

27年度 

実績 

28年度 

実績 

31年度 

目標値 

36年度 

目標値 

市の事業数 ↑ 件 696 803 881 700 770 

事業参加者数 ↑ 人 189,813 153,907 150，624 200,000 210,000 

 役割の内容 
役割分担

比率（％） 

各主体の 

役割の状況 

市 スポーツや事業に関する情報の提供 30 

国・県・ 

他自治体 
スポーツや事業に関する情報の提供 10 

市民・ 

ＮＰＯ 
事業への参加と新たなスポーツへの取組 50 

企業・ 

その他 
スポーツに関する情報の提供 10 
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２ 今後の市の役割の比重の方向性とその理由 

□ 市の役割の比重を拡大していくことを検討する 

□ 現状維持（現在の市の役割の比重を維持する） 

■ 市の役割の比重を縮小していくことを検討する 

（理由） 

市民が各自の自発性のもと，各々の興味・関心等に応じて日常的にスポーツに親しみ，ス

ポーツを楽しむことができる環境の整備を図る必要があるが，（公財）盛岡市体育協会をはじ

めとするスポーツ団体等が役割分担を明確にし，連携を強化することにより市民のスポーツ

活動を推進していくことが必要であることから市の役割の比重を縮小することを検討する。 

 

Step６ 前年度に分析した課題・改革改善案に対するアクション  

１ 平成28年度に分析した問題点・課題に対する改革改善案 

大規模イベントとの重複を避けた事業開催日の設定及び効果的な事業周知に向けて，（公財）

盛岡市体育協会や加盟団体との連携の仕方を検討する。 

 

２ １の改革改善案の実施状況 

（Ａ：着手済，Ｂ：平成29年度に着手（予定含む），Ｃ：未着手または見送り） 

改革改善案 具体的な取組（予定）内容 状況 

（公財）盛岡市体育協会や加盟団

体との連携の仕方を検討 

（公財）盛岡市体育協会と効果的な事業周知に

ついて意見交換予定 
Ｂ 

 

３ ２で挙げた取組状況がＣの場合，その原因 

   

Step７ 成果・問題点の把握 

１ 成果の把握と要因分析及び課題の設定 

 (1) 小施策の中で成果をあげた点 

  ・ 希望郷いわて国体・希望郷いわて大会の開催により多くの市民がスポーツに参画する機

会が提供された。 

・ 市が実施する事業数が増加した。 

  

 (2) 成果をあげた要因 

  ・ 「スポーツ活動機会提供事業」や「国民体育大会開催事業」により多くの市民がスポー

ツに関わる機会が提供された。 

   

 (3) さらなる成果向上に向けた課題（課題がある場合に記載） 

  ・ 希望郷いわて国体・希望郷いわて大会の遺産を未来に継承する取組が必要である。 
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２ 問題点の把握と原因分析及び課題の設定 

(1) 小施策における現状の問題点 

 ・ 事業参加者数が伸びていない。 

   

(2) 現状の問題点が生じている原因 

 ・ 事業数の増加に伴い，事業開催日が重複する状況が発生していると考えられる。 

   

(3) 分析した原因の解決に向けた課題 

 ・ 事業周知にあたりスポーツに親しむ機会が少ない層にどのようにアプローチするか検討

する必要がある。 

 

Step８ 小施策と構成事業の関係性 

１ 小施策との結び付きが弱い，もしくは他の事業と重複していると考えられる事業 

  「国民体育大会選手派遣事業補助金」 

   

２ １で記載した事業についてその理由 

「国民体育大会選手派遣事業補助金」事業は，盛岡市代表選手への激励や負担軽減が目的で

あり，日ごろからスポーツ活動に取り組んでいる市民を対象としていることから，市民のスポ

ーツ活動機会の拡大につながっているものではない。 

  

３ １で記載した事業の今後の方向性（案）（縮小・廃止・統廃合等） 

  国民体育大会選手派遣補助は単価を増額した。今後も継続していく方針であるが，単価につ

いては検討が必要である。 

   

Step９ Step7，８を踏まえた改革改善案 

「スポーツ推進事業」や「スポーツ活動機会提供事業」において事業開催周知方法の検討を行

い，スポーツ活動に関わる市民の数の増加につなげる。 

  

 


